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第1章  労災医療とは

⑳　四肢の傷病に係る処置、手術及びリハビリテーションの加算（四肢加算）
四肢（鎖骨、肩甲骨及び股関節を含む。）の傷病に

対し、次に掲げる処置、手術又はリハビリテーショ

ンを行った場合、医療機関は、健保点数（疾患別リ

ハビリテーションについては29頁に掲げる点数）の

1.5倍の点数で算定することができます（1点未満の

端数切り上げ）。

なお、手（手関節以下）及び手の指に下記に掲げ

るアの処置、ウ、エ、オの手術を行った場合は、健

保点数の2.0倍を算定することができます。

ただし、手の指に係る創傷処理（筋肉に達しない

もの）及び手の指に係る骨折非観血的整復術につい

ては、次の＊により算定することとされています。

�

手関節を含む

《処置》

ア�　創傷処置、熱傷処置、重度褥瘡処置、爪甲除去（麻酔を要しないもの）、穿刺排膿後

薬液注入、ドレーン法及び皮膚科軟膏処置、関節穿刺、粘（滑）液嚢穿刺注入、ガング

リオン穿刺術、ガングリオン圧砕法及び消炎鎮痛等処置のうち「湿布処置」

イ�　絆創膏固定術、鎖骨又は肋骨骨折固定術、皮膚科光線療法、鋼線等による直達牽引（2

日目以降）、介達牽引、矯正固定、変形機械矯正術、消炎鎮痛等処置のうち「マッサー

ジ等の手技による療法」及び「器具等による療法」、低出力レーザー照射

《手術》

ウ�　創傷処理、皮膚切開術、デブリードマン

エ�　筋骨格系・四肢・体幹の手術

オ　神経の手術、血管の手術

《リハビリテーション》

カ　疾患別リハビリテーション

＊ 　手の指に係る創傷処理（筋肉に達しないもの）と手の指に係る骨折非観血的整復術

特例取扱い

「手の指の創傷処理（筋肉に達しないもの）」と「手の指の骨折非観血的整復術」を行

った場合、医療機関は、健保点数によるのではなく、次頁の表の点数を算定することと

されています。

この場合、さらに四肢加算することはできません。
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第２章　労災診療費等の請求方法と支払い

労災保険指定医療機関等が傷病労働者の診療を行った場合には、当該診療にかかった診療費を

労災保険に請求します。その請求手続きは、次のとおりです。

第  1  節 労災診療費労災診療費

労災保険指定医療機関等は、各傷病労働者ごとに下記のレセプトを作成します。

作成したレセプトを初回請求分、継続請求分に仕分けした上で、それぞれの件数及び請求金額

を算出し、「診機様式第1号��労働者災害補償保険診療費請求書」を作成します。

■ 1.  診療費請求内訳書（レセプト）の作成 ■

 診機様式第2号 診療費請求内訳書（入院用）

 診機様式第3号 診療費請求内訳書（入院外用）

 診機様式第4号 　傷　診療費請求内訳書（入院用）

 診機様式第5号 　傷　診療費請求内訳書（入院外用）

様　　式 内　　訳　　書 備　　考

通勤災害の場合は、
レセプトの左上の
空白部分に　通　と
記載する。

■ 2.  レセプトのとりまとめ ■

労災診療費等の
請求方法と支払い
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